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況 五 す町地
を 年 る 財 方
公 度 条政 自
表 上例状治
し 半 に 況法
ま期 基の お
す の づ公 よ

財 き 表 ぴ
政平に 重
状成 関信

一般

1 歳入 i

A
Q
一A 計予算執行状況

予算現額 167憶5， 186万3千円
収入済額 1 31億2 ，539万7千円(収入率46.3%)

{意向

5 一一寸，--，-寸「 ,., 

ト→

4 一一一

3 一一一

2 一一一

干ー十

1 
f也 方

目 I :~ ﾆ+ ~~ ¥Pll N t見 税 | 開I

I 一一一

46.3% 
(!I'.fH'jll) 

「ー 「ー

収入済額

31億2，539万7千円

~ ノ
" 

H 

1 H 11 h1 11 1 R 1 R h 

予算現縦 1 1 ， 63 1 叶 1 ， 380 ， 0叶 5 15 ， 2叫肌 叫 702.2叶 ωω I 230 叶 肌叶 267 ，沌7 1 76 , 319 1 62.5291 243 , 616 

収入現綴 1 1 ， 434 ， 439 1 912.5131 11 , 200 1 25 , 7631 49 , 421 1 410 ,6591 41.1981 01 79 , 2601 41 , 009 1 30 , 0131 89 ,922 
(~X 入率 ) 1 (87.9) 1 (66.1) 1 (2.2) 1 (3.7) 1 (7.0) 1 (100.0) 1 (17.9) 1 (0) 1 (29.6) 1 (53.7) 1 (48.0) 1 (36.9) 

l 歳出 | 予算現額 1 1叩
支出済額 l |川19f億意3 ，5日76万 1 千円 (執行率2羽8.7%)

f~Pl 

5 ー」庁.---rl ,., 「一

一→

4 一一」 ト

3 -一一

一叶

2 

28.7% (1liFtヰ 1' 1)

L
同

剤
日
出
日
支
工
告
品

ト

円

U
ι 円 円

科 目 | 土 木質 lt 産 2| 教育資|総務質|民 生 百|公債費|術 生 自|消防波 | 議会的|商工 iV12 1口 言 l 予 備 段

子 J'í. J.);! 傾 1 2 , 419 ,878 1 788 , 981 1 712 , 2881 745 , 5241 797,2711 436 , 406 1 355 , 4141 250 , 9031 95 ,5001 41, 774 1 105.9241 2.000 

支 出 現制 407 ， 446 1 124 ,010 1 337 , 539 1 241 , 026 1 335 ,030 1 210 , 456 1 107 , 065 1 106 , 093 1 46.6971 20 , 399 1 01 0 
(支げ』率 ) 1 (68) 1 (15.7) 1 (47 4) 1 (32.3) 1 (42.0) 1 (482) 1 (30 1) 1 (42.3) 1 (48.9) 1 (48.8) 1 (0) 1 (0) 
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町税の内訳 税等の収納高
(単位千円)

予算額 収納高 ~JI.納%彩
(%) 

町民税 76l. 920 459 ,594 60.3 

固定資産税 518 , 052 383.162 74.0 

その他の税 100 ,059 69.757 69.7 

悶保税 335.216 109 ,022 32.5 

水道料 162 , 698 57.368 35.3 

地方債の現在高

ι孟;----竺竺f 巡用書1I 正手 金 簡易保険局 公金営融企公業庫 市町村会振興Ith
共済組合 市中銀行

一般公共 事業 71.504 5 ‘ 440 

公営住宅建設事業 175.599 167.704 35.268 

災害復 18 事業 55.637 

義務教育施設整備事業 7.044 356.491 

一 般 単 独 事業 27.391 758.642 61.201 294.448 

地域改 善 対策 事業 514.006 

公共用地先行取得事業

厚生福祉施設主主備事業 256.282 

一般廃棄物処理事業

臨時財政特例債 226.134 

調 整 資 17.473 

特定資金公共事業債

1,094 .788 256.282 1.288.277 35.268 61.201 294.448 

メ~ 計 名 予算 額

住宅新築資金等貸付事業 18 , 472 

特別会計 老 人 {呆 健 1 , 503 , 469 

予算執行状況
国 民健康保険 955 , 796 

簡 易 水道 事 業 295.295 

土地区画整理事業 775 , 700 

かすみの森公園整備事業(上村)

町民が負担する税

調定額

1 ， 380 ， 031 ， 000円

l人当 たり(人口 21 ， 158人)

65 ， 225円

1世帯当 たり (7 ， 035世帯)

196 ， 167円

OH立千円)

lC1 協 特定資金

76.944 

378.571 

55.637 

1.120 1.142,802 

514.006 

256.282 

226.134 I 

17.473 

488.775 488 ,775 

1.120 488.775 3.520 ,159 

(単位千円)

収入済額 支出済額

2 , 905 5 , 926 

657 , 685 647 , 575 

419 , 482 352 , 303 

81 , 902 72 , 833 

209 , 967 154 , 484 
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平
成
五
年
度
保
留
地
処
分
の
お
知
ら
せ

保留地処分案内図平成 5年度

都
市
整
備
課

⑧
竺
ハ
四
l

二
O
O

一

内
線
四
一
一

・

四

町
が
施
行
者
と
な
り
野
田
地
区

で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
工
中

で
す
が
、
保
留
地
(
宅
地
)
を
次

の
と
お
り
売
却
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
者
が
同
一
区
画
に
二
人
以
上

い
る
場
合
は
、
公
開
抽
せ
ん
に
よ

り
決
定
し
ま
す

。

売却する土地の明細

番号
街区 画I也 I也積 処分単価(円)

処分価格(円) 前面道路 用途地域
番号 番号 (m') (1m' あ たり)

① 5 I 315.94 112 , 000 35 ,385 , 280 9m 住 居 地 主主

② 4 5-1 190.26 111 , 000 21 , 118 ,860 9m 住居 地 域

③ 4 5-2 190.25 111 , 000 21 , 117 , 750 9m 住 居 t也 .t);x 

④ 13 1 、 2 282.86 110 , 000 31.114.600 6m 第二種住居専用地域

⑤ 14 9 302.28 107.000 32.343.960 6m 第二種住居専m地域

V
受
付
期
間

十
一
月
二
十
九
日
1

十
二
月

九
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
(
土
曜
日

・

日
曜

日
は
除
き
ま
す
。
)

V
受
付
場
所

重
信
町
役
場
都
市
整
備
課

(
別
館
二
階
)

当
日
は

、
住
民
票
(
謄
本
)

・

身
分
証
明

書

(
本
籍
地
の
市

町
村
が
発
行
)
・

印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
資
格

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

①
未
成
年
者
②
禁
治
産
者
又

は
準
禁
治
産
者
③
破
産
者
で

復
権
を
得
な
い
者
④
正
当
な

理
由
が
な
く
て
契
約
し
た
日

か
ら
二
年
以
内
に
住
宅
又
は

利
便
施
設
の
用
に
供
す
る
見

込
み
の
な
い
者
⑤
前
回
売
却

し
た
保
留
地
に
当
せ
ん
し
た

者

V
公
開
抽
せ
ん

十
二
月
二
十
四
日
重
信
町
民

会
館
で
行
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

消
火
器
を
/

近
年
、
出
火
原
因
と
し
て
目
立

っ
て
い
る
、

一大
ぷ
ら
油
に
よ
る
火

災
の
消
火
に
有
効
な
消
火
器
を
、

家
庭
に
最
低

一
本
は
備
、
え
て
お
き

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

重
信
町
消
防
団
で
は
、
消
火
器

の
購
入
お
よ
び
詰
め
替
え
の
あ
っ

旋
を
行
っ
て
い
ま
す

。

希
望
さ
れ

る
方
は
、
近
所
の
消
防
団
員
ま
た

は
役
場
総
務
課
(
宮
六
四
l

二
O

O

こ
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

消火器のあっ旋価格表(平成5年11 月 ~)
(lll価: fT)) 

区分|型式 | 消防団あっ旋価格 l 区分 | 型式 1 ì向防団あっ旋価格

I 41 3,700 11 1 3 1 1,800 

4,700 1 1 っ | 4 1 2,000 

5, 100 1 1 め | 6 1 2,300 

10 , 100 11 か |10 1 2,600 

え I 2o 1 5,800 

j包 1 1,500 

6 

10 

20 

新
規
購
入



~_ ..…一一一一一… 重信町女性フ'".ーラム・基調講演 …一一一一一…「

; i 過薗箇臨 時 師 沖藤典子 ; 
L週・曹司・・・E関 ・演題 「女も男もともに創る社会」 ; 

t ，:_. .，~酷 ・日時 平成5年11 月 28 日(日) j 
; 習 〆阜.~圏 開場 12:30 ; 

; 可圃且』市」・-・・・・・圏 開演 13 : 00 ; 

十 九311・圃輯 ・会場 重信町民会館大ホール ; 

が 園 会4・・-盟 ・聴講料 無料 j 
; ~電磁福島t 掴・・圃&111 ・主催 重信町 i 
- t紬置-=-~司暁2725 ・後援 重信町教育委員会 j 
i LSEm・ 1)& .Lー沼防省W刊

j 講師プロフィール j 
! ノンフィクション作家。
! l問年 北海道生まれ。 ! 
i 北海道大学文学部卒業。 学生結婚した夫との聞に二人の娘がいる。 i 
; 附日本リサーチ・センター調査部第二企画室長を経て退職後、静修短期大学、 社会保険中央看護学院、 ; 

; 立教大学等の非常勤講師を歴任。現在、日本文芸家協会会員、神奈川県女性問題協議会会長、高齢 ; 

j 化社会を良くする女性の会理事運営委員。 j 
: (主な著書)

; 「女が職場を去る日 J r老いを看とる 人生80年代の老年学」

; 「ふ山愛が始まるとき 一再婚新時代ー 」 等多数。 ; 

⑧ 企画商工課 fi6←2001 内線552 : 
も.... .... ...... ...... ..... ..... ..... ...... ...... 岨.. .....--......申 ....... .... ..... ...... ..... 4" ...... ゅ..... ~.... ..... .，俳 ..... ..... ..... ...... ..... ...... ..... ...... ..... .... .....柳..... ~... ..... ψ司... ...... ....... ...... .....伊司... """' ..... ~....帝 ..，... ...... ...... ..... ...快 ..... ...... ..... 勝司'伊司.. .... ..... .... ...... ....司.. ..司.. ..司.. .)
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識
だ
よ
り
重
信
町
九
月
定
例
議
会

一
般
会
計
高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業
な
ど

五
億
三
千
六
百
五
十
万
円
を
補
正

4 0  
2E 

第
百
四
十
九
四
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
九
月
二
十
七
日
に
招
集

さ
れ
、
九
月
三
十
日
ま
で
の
四
日

間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
五
億
三
千
六
百
五

十
万
八
千
円
(
累
計
六
十
五
億

三

千
五
百
八
十
万
円
)
の

一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
八
議
案
が
審
議
さ

れ
、
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
陳
情

書
の
採
択
に
伴
う

「
人
権尊
重
の
町
」
宣
言
が
提
案
さ

れ
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た

。

な
お
、
「
N
T
T

の
市
内
電
話
料

金
の
値
上
げ
に
反
対
し
、
公
共
性

重
視
の
施
策
実
施
を
求
め
る

請
願

書
」
に

つ
い
て
は
、
継
続
審

査
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
六
名
の

議
員
か

ら
教
育
問
題
、
福
祉
行
政
、
老
人

福
祉
、
道
路
整
備
、
生
活
環
境
な

ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

0
一
般
会
計
補
正
予
算

O

川
内
重
信
衛
生
組
合
負
担
金

四
二
、
凹
六
七
千
円

O

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費

三
O
、
三
O
六
千
円

。
高
速
道
路
周
辺
整
備
費

一
二
二
、
O
九
O
千
円

O

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

五
五
、
八
二
四
千
円

。

林
業
施
設
災
害
復
旧
費

二
四
、
六
三
五
千
円

。

公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費

二
五

、

二
四
五
千
円

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

配
水
池
移
設

工
事
費

四
九
、
七
O
五
千
円

。
工
事
請
負
契
約

町
道
志
津
川
伽
呂
線
道
路
改
良

工
事
を

、

五
千
六
百
六
十
五
万
円

で
有
限
会
社
竹
田
建
設
と
工

事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
可
決

1
)
宇
品
l
u
h
~
。

。
県
営
土
地
改
良
事
業
の
分
担
金

上
林
地
区
県
営
は
場
整
備
事
業

に
伴
う
分
担
金
を
事
業
費
四
億

二

千
四
百
万
円
、
分
担
金
一
億
一
千

六
百
万
円
以
内
、
賦
課
の
基
準
を

受
話
農
地
地
積
訓
と
す
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。
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税
務
だ
よ

D

マ
イ
ホ
ー
ム
を取

得
し
た
と
き

住
宅
ロ
l

ン
な
ど
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー

ム
を
取
得
し
た
り
、
増

改
築
な
ど
を
し
た
り
し
た
場
合
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

居
住
の
用
に
供
し
た
年
か
ら
六
年

間
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
、
つ

け
る
こ
と
が
で
き
、
所
得
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ホ

ー

ム
の
取
得
資

金
を
父
母
や
祖
父
母
か
ら
も
ら
っ

て
も
、
二
足
の
要
件
に
該

当
す
る

と
き
は
、
そ
の
金
額
が

三
百
万
円

以
下
の
場
合
に
は
贈
与
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
土
地
や
建
物

を
取
得
し
た
と
き
な
ど
は
、
登
録

免
許
税
や
不
動
産
取
得
税
な
ど
が

か
か
り
ま
す
が
、
マ
イ
ホ

ー

ム
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
税
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

【
所
得
税
の
軽
減
:
・
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
】

住
宅
ロ
ー

ン
等
を
利
用
し
て
自

分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
買
っ
た
り
し
た
と
き
や
増

改
築
等
を
し
た
と
き
は
、
新
築
又

は
購
入
を
し
た
住
宅
や
増
改
築
等

を
し
た
部
分
を
居
住
の
用
に
供
し

た
年
か
ら
六
年
間
、
住
宅
の
取
得

等
特
別
控
除
と
し
て
最
高
三
十
万

円
を
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

1

控
除
額
の
計
算

3 ， 000万円

C 下
円万nHU

l
-
-
+』
t
h
h

'
h
'

l
l
I

E

I
A

ハ
U

ハ
U

句
E

ム

住宅 ロ ーン等の|
年末残高| B 

.入居年及びその翌年 AX 1.5%+ B X l%+C x O 目 5%

=住宅取得等特別控除額(100円未満の端数切捨て)

.入居後3-6年目 (A+B) xl%+cxO.5% 
=住宅取得等特別控除額(100円未満の端数切捨て)

A 

2

控
除
を
受
け
る
た
め
の

主
な
要
件

川
新
築
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

①
家
屋
の
床
面
積
が
五
十
訂
以
上

二
百
四
十
訂
以
下
で
、
床
面
積
の

二
分
の
一
以
上
の
部
分
が
も
っ
ぱ

ら
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
家

屋
で
あ
る
こ
と
。

②
家
屋
の
取
得
の
日
か
ら
六
か
月

以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
こ
と

。

③
控
除
を
受
け
る
年
の
合
計
所
得

金
額
が
二
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ

シ
」
。

④
銀
行
、
住
宅
金
融
公
庫
な
ど

一

定
の
金
融
機
関
や
建
設
業
者
、
住

宅
・

都
市
整
備
公
固
な
ど
の
一
定

の
業
者
な
ど
か

ら
の
償
還
期
間
や

賦
払
期
聞
が
十
年
以
上
の

ロ
ー
ン

に
よ
っ
て
家
屋
を
取
得
し
た
こ
と
。

問
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

①
前
記
川
に
掲
げ
る
要
件
に
あ
て

は
ま
る
こ
と
。

②
耐
火
建
築
物
の
場
合
は
、
そ
の

取
得
等
の
日
以
前
二
十
年
以
内
、

そ
の
他
の
場
合
は
十
年
以
内
に
建

築
さ
れ
た
家
屋
で
あ
る
こ
と
。

③
建
築
後
、
住
居
の
用
に
供
さ
れ

た
家
屋
で
あ
る
こ
と
。

川
家
屋
の
増
改
築
等
を
し
た
場
合

①
増
築

・

改
築
、
大
規
模
の
修
繕

・

模
様
替
え
又
は
区
分
所
有
部
分
に

つ
い
て
行
う
一
定
の
修
繕

・

模
様

替
え
の
工
事
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、

一
定
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
で
あ

ヲ
Q
こ
〉
」
。

②
増
改
築
等
を
し
た
後
の
家
屋
が

前
期
川
の
①
に
掲
げ
る
要
件
に
あ

て
は
ま
る
こ
と
。

③
増
改
築
等
の
費
用
が
百
万
円
を

超
え
、
そ
の
費
用
の
二
分
の
一
以

上
が
自
己
の
居
住
用
部
分
に
か
か

る
も
の
で
あ
る
こ
と

。

④
増
改
築
等
の
日
か
ら

六
か
月
以

内
に
増
改
築

等
し
た
部
分
を

居
住

引
き
続
き
居
住
し

の
用
に
供
し
、

て
い
る
こ
と
。

⑤
前
期
ω
の
③

、

④
に
掲
げ
る
要

件
に
あ
て
は
ま
る
こ
と

。

3

控
除
を
受
け
る
に
は

こ
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
は

一
年
目
に

確
定
申
告
を
す
る
と
、
二
年
目
以

降
は
年
末
調
整
に
よ
っ
て
こ
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

4

添
付
書
類

住
宅
等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
掲
げ
る
書
類
を
確
定
申
告

書
に
添
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

(
注l
)
入
居
年
月
日
又
は
住
宅
の

取
得
等
に
係
る
契
約
締
結
年
月
日

な
ど
が
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日

以
前
の
場
合
は
、
控
除
額
の
計

算

方
法
や
適
用
期
間
、
要
件
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

(
注2
)
入
居
し
た
年
及
び
前
後

二

年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
居
住

用
財
産
の
特
別
控
除
、
買
換
え
、

交
換
の
特
例
な
ど
の
適
用
が
あ
る

と
き
は
、
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
お
分

か
り
に
な
ら
な
い
点
か
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

年
金
週
間

十
一
月
六
日
j

十
二
日

|

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て

年
金
は
あ
な
た
が

主
人
公
で
す
|

先
頃
、
厚
生
省
が
発
表
し
た

『
平
成
四
年
度
国
民
生
活
基
礎

調
査
』

で
は
高
齢
者
世
帯
の
割
合

が
全
国

一
一
・

八
%
に
対
し
、
愛

媛
県
は
一
九

・

八
%
と
平
均
を
大

き
く
上
回
り
、
高
齢
者
世
帯
の
占

め
る
割
合
が
大
き
い
全
圏
第

三

位
の
県
に
な
っ
て
い
ま
す

。

同
調
査
に
よ
れ
ば
高
齢
者
世
帯

の
所
得
の
内
訳
で
、
「

公
的
年
金

・

思
拾
」
は
所
得
総
額
の
五

二
・

二
%
と
所
得
の
半
分
を
占
め
て

い
ま
す

。

こ
の
公
的
年
金
や
思
給
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
世
僚
で

「

公
的
年

金
・

恩
給
の
総
所
得
に
占
め
る
割

合
が
一
O
O
%
の
世
帯
」
は
四

七
・

一
%
に
な
っ
て
お
り
、
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
約

二
軒
に
一
軒
が
、
年
金
の
み
で
生

計
を
立
て
て
い
ま
す

。

今
や

「
人
生
八
十
年
代
L。

こ

の
期
間
中
に
、
公
的
年
金
を

生
活
の
基
礎
山
にし
た
、

安
定
し
て

ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
生
活
設
計

を
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

。



(1) 住民票の写し

新築住宅
(2) 登記簿謄(抄)本や請負契約書、売貸契約

警などで、 家屋の取得年月日 ・ 床面積 ・ 取

得価祝i を明らかにする書類又はその写し

(3) 住宅取得資金に係る借入金の年末残高等

証明書

(1) 上記、新築住宅の(1 ) 、 (3 )のほか次の書類

(2) 売買契約書などで、家屋に購入年月日 ・

古住宅中 購入fíHÎ微を明らかにする書類又はその写 し

(3) 登記簿謄(抄)本

(4) 債務の承継に |期する契約に基づく 債務を

有するときには、その債務の永継に係る契

約書:の写 し

(1) 上記、新築住宅の(1 ) 、 ( 3 )のほか次の書類

(2) 登記簿謄(抄)本やSj!i負契約書などで、地

築等増改 改築等の年月 EI 、 Y1 ~I:Jの額、床面積を f切ら

かにする書類又はその写し

(3) 建築確認通知書の写 し、検査済証の写 し、

または建築士か ら交付を受けた増改築工事

L_!iE明書

【
取
得
し
た
と
き
に
か
か
る
税
】

1

登
録
免
許
税

土
地
や
建
物
の
所
有
権
の
登
録

を
す
る
と
き
に
は
登
録
免
許
税
が

か
か
り
ま
す
。
税
額
は
、
土
地
や

建
物
の
価
額
(
固
定
資
産
税
評
価

額
)
に
登
記
の
区
分
に
応
じ
て

一

定
の
税
率
を
か
け
た
額
で
、
登
記

申
請
の
際
に
納
付
し
ま
す
。
な
お
、

住
宅
用
家
屋
の
場
合
は
、
軽
減
税

率
が
適
用
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま

す
。

2

印
紙
税

マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
す
る
と
に

作
成
す
る
売
買
契
約

書
や
ロ
ー

ン

契
約
書
な
ど
に
は
、
収
入
印
紙
を

は
っ
て
消
印
を
す
る
方
法
に
よ

り
、
印
紙
税
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

確定申告書に添付する書類

1 7 ・すιけめぶ

3

不
動
産
取
得
税

土
地
や
建
物
な
ど
を
取
得
し
た

と
き
は
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り

ま
す
。
こ
の
税
は
国
税
で
は
な
く

都
道
府
県
税
で
、
取
得
し
た
と
き

一
回
限
り
課
税
さ
れ
ま
す

。

税
額
は
、
不
動
産
の
側
格
(
固
定

資
産
税
評
価
額
)
に
四
%
の
税
率

を
掛
け
た
額
で
す
。
た
だ
し
、
住

宅
用
家
屋
に
つ
い
て
は

三
%
の
税

率
に
な
り
ま
す

。

な
お
、
新
築
住
宅
や
中
古
住
宅

又
は
そ
の
敷
地
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま

れ
ば
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ

る
特
例
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

県
地
方
局
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い

。

+一一一一一一一..._ .... ._一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-

国
保
だ
よ

D

ウ
ォ
l

キ
ン
グ
(
歩
行
)
で

健
康
づ
く
り

私
た
ち
が
歩
い
た
り
走
っ
た
り

す
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
れ
く

ら
い
か
ご
存
じ
で
す
か
?
歩
い
て

も
走
っ
て
も
距
離
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
消
費
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ

ー
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
す
。

一
切
走
る
の
は
自
信
が
な
い
と

い
う
人
も
、
歩
く
こ
と
な
ら
二
回

三
回
と
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
ウ
ォ

ー

キ
ン
グ
の
良
い
と
こ
ろ
で
す

。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で

も
で
き
る
ウ
ォ

l

キ
ン
グ
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
安

全
に
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
次

の
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す

。

①
記
録
用
紙

歩
い
た
距
離
(
一
日
五
回
ず
つ
)

が
記
録
で
き
ま
す
。
重
信
町
を
出

発
し
、
札
幌
市
を

ゴ
ー
ル
す

る
二

千
五
百
回
を
記
録
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

。

②
反
射
テ
l

プ
付
タ
ス
キ

夜
間
に
歩
く
人
が
多
い
よ
う
で

す
。

光
る
タ
ス
キ
が

事
故
を
防
止

し
て
く
れ
ま
す
。

希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

十
月
一
日
現
在
、
百
十
六
名
の

方
が
登
録
し
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
歩
い
て
い
ま
す
。
歩
い
た
距

離
が
五
百
回
に
な
れ
ば
銅
メ
ダ
ル
、

千
五
百
回
で
銀
メ
ダ
ル
、

二
千
五

百
回
の
ゴ
l

ル
到
着
者
に
は
金
メ

ダ
ル
を
進
呈
し
ま
す
。

内線2312�64-2001 ⑫町民課国保係
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重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ

い
ま
し
た
。

波
部
カ
ン
ヨ
さ
ん

大
北
弘

信
さ
ん

恒
岡
明
一
さ
ん

坂
上
文
明
さ
ん

(牛

洲
)

(
牛
測
)

(
樋
口
)

(
志
津
川
)

11月の納税

国民健康保険税第5期

納税期限11 月 30 日 (刈



宮古ιけあぶ・ 8 ・

晴
れ
の
門
出
を
す
る
新
成
人
を

迎
え
、
そ
の
前
途
を
激
励

・

祝
福

す
る
た
め
、
明
春

一
月
十
五
日
、

町
民
会
館
に
お
い
て
成
人
式
を
行

い
ま
す
。

十
二
月
末
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
で
本
人
あ
て
に

案
内
し
ま
す

の

で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

な
お
、
勤
務
や
学
校
の
都
合
で

町
外
に
居
住
し
て
い
て
も
「
ふ
る

さ
と
重
信
」

の
成
人
式
に
参
加
し

た
い
方
、
ま
た
、
下
記
の
名
簿
に

載
っ
て
い
な
い
方
は
、
社
会
教
育

課
(
宮
六
四
l

一
五
O
O
)
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
い
。
(
名
簿
は
、
十

月
一
日
現
在
の
住
民
票
に
よ
る
も

の
で
す
。
)

臼今
戸井

之

篤

沖岡岡大上稲磯石東青 田瀧高高酒菅川川加片笠小岡伊池伊安 藤西恒恒恒
野本 塚田田部井 井 111奇本田岡井野田合藤岡松川 | 木藤田賀部 岡山岡岡岡

さ 草填由 ゆ
大お孝剛 信 功晴 土由美大衣恵公英 )1恒香智 清直紀純辰 瑞か千孝里 雄和
地り枝志緑愛 貴 潤亮暢 志 江紀保樹美英也俊子里也務英志和理也 横 樹り春良美 樋 二正 山

. ，章 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一河 一

清薪佐合小窪木河片奥 川 ìJ真 j度頼山山山矢八森宮水松深野冨坪 厚
水藤伯田島田村合岡村 部部田本口内野木 内田本谷並永内

亜 あ美千
美忠 紀 里英希 浩 竜順綾ゆ高 泰智竜香 irjl 育 真雄律遊

護香俊彩子美治美寛二 哉子子み広平慎子也子治穂 二二 子一

茎 内
11二

口宮
城
め
ぐ
み

渡
部
貴
昭

渡
部
る
み

和
田

幸
洋

i竜高高白佐楠城越越越織岡上上井井伊 -ì也池有 田篠北岡岡 福西西中橘武武高杉末
本橋塚岡伯 戸智智智田 田田上上藤色田川田 中原岡本本 田山村野 智田須原 光

美 ル 美賀
良章孝京由育優理美昭 j享照知佳典静智陽香義 幸 弘晃 和 英ミ朋祐智一知浩智章
水子慈子 美子美恵、保生子子 代代 子香子子織彦史 見 恵司三忍幸 西 幸子樹子子賞 也司美恵

:is: _ __ 
司君Z

j度音山山矢薬森森松増福平 i賓花西友徳塚谷田 良
部田田口野師川 本本本岡名岡山近永本日中
和 美 村l 美
歌由三里晃理美深由律政芳史美由 美 繭 j少
子紀奈恵世絵雪雪 紀 子 代樹子 幸美強香恵陵織

j度山森村三三宮宮藤
部内 上好好本倉原

i享陽忠志弘信寿 i告京
子子彦 帆 美寛美二子

岡新
谷
寿
成

山
内
聖
子

渡
部
正
一
郎

和
田

泰
生

女
性
塾
通
信

高
齢
者
福
祉
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

H

久
万
の
里
H
視
察

「

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の

福
祉
と
、
町
内
高
齢
者
福
祉
の
現

状
」
と
題
し
て
、
九
月
二
十
一
日
、

町
福
祉
課
、
別
府
課
長
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

高
齢
者
対
策

事
業
と
し
て
は
、

老
人
ホ
ー

ム
入
所
措
置
、
短
期
入

所
、
日
常
生
活
用
具
貸
与
、
ホ
ー

ム
へ
ル
パ
l

派
遣
、
お
む
つ
支
給
、

在
宅
介
護
指
導
、
そ
の
他
こ
ま
や

か
な
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
出
さ
れ
た
高
齢
者

4

ノ

保
健
福
祉
推
進
十
ヶ
年
計
画
は
、

順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
老
人
ホ
l

ム
は
、
中
予
三
市

と
周
辺
町
村
が
共
同
で
少
数
施
設

を
利
用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

午
後
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

グ
久
万
の
里
。
を
訪
問
し
ま
し
た

。

近
代
設
備
が
調
っ
た
ホ
l

ム
に

は
、
入
所
者
五
十
名
、
平
均
年
齢

八
十
歳
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

施
設
長
は
、
「

福
祉
は
過
剰
で
あ

っ

て
は
な
ら
な
い

」

「
自
立
」
「
寝

た
き
り
老
人
を
無
く
す
こ
と

」

が

目
的
だ
と
言
わ
れ
、
問
所
当
時
、

二
十
五
名
の
行
動
不
可
能
だ

っ
た

方
が
、
三
年
後
に
は
ほ
と
ん
ど
食

堂
へ
出
向
く
よ
う
に
な

っ
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
移
動
可
能
に
な
れ

ば
生
活
に
喜
び
が
生
ま
れ
る

。

生

命
が
光
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
が

真
の
介
護
だ
と
学
び
ま
し
た

。

ま
た
、
車
中
で
も
福
祉
問
題
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
町
内
に
老
人

ホ
ー
ム
を

。
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

パ
ン
ク
に
参
加
し
た
い
。
福
祉
講

演
会
に
は
一
般
町
民
参
加
を
呼
び

か
け
て
も
ら
い
た
い

。
高
齢
化
社

会
に
向
か
っ
て
、
町
民
と
行
政
が

ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
い
い
の

か
、
私
た
ち
の
今
後
の
課
題
だ
と
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

(
女
性塾
生
K

・

W
)



窪白
石
智
子

田
井
野
章
夫

高
須
賀
美
恵

高
橋
真
之

竹
内
洋
子

田
中
則
文

玉
井
美
由
紀

玉
乃
井
浩

坪
内
恵
美

中
野
美
香

中
村
美
代
子

西
嶋
義
幸

丹
生
谷
晃

東
仁
志

平
岡
麻
希

藤
原
祐
一

水
田
旬
美

宮
城
卓

也

森
直
子

森
美
代

森
川

知
美

山
内
知
美

山
西
良

幸

横
山
太
一

吉
村
健
二

渡
部
し
お
り

乍

R
H
r

己

如
陀
立
口

言
切

渡
部
里
香

田

穐
岡
広
美

池
谷
優
子

池
田
覚
志

石
丸
佳
津
子
一

稲
井
幸
一
郎

犬
伏
大
地

井
上
滝
也

上
岡
詩
織

一

上
田
美
佐

一

大
野
智
彦

大
森
奈
緒
子

海
稲
ま
ゆ
み

戒
能
美
香

柿
内
健
司

金
谷
薫

蟹
江
佳
子
一

亀
岡
大
樹

一

楠
田
司

黒
光
英
樹

河
野
龍
之
介

河
湖
恵

小
西
紀
子

小
谷
野
朋
子

酒
井
徹

津
田
佳

和

重
松
礼
子

芝
陪
清
水
良
保

一

白
井
美
弥
子田

窪
田
地

相
原
由
紀

一

坂
本

相
原
由
美

一

関
谷

有
光
律
子

一
永
田

岡
田
辰
郎

一

福
嶋

小
倉
健

一
一

藤
井

久
保
田
有
紀

一
増
田

近
藤
将
司

一
山
下

博美康章瑞佳理
央 帆雄宏恵明恵
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恭
子

順
子牛
測

相
原
道
子
一
戒
能
茂
子

朝
比
奈
佳
代
一
葛
原
由
美
子

朝
比
奈
美
和

一
高
田
典
子

井
門
千
春

一

武
智
博
久

井
門
美
紀

一

平
野
弘
毅

大
北
知

真
一

正
岡
千
聡

大
西
慶
紀

一
三
瀬
陽
子

大
森
保
彦

一

山
本
美
穂

牛
測
団
地

和
泉
禎
員

一

中
矢
好
美

伊
藤
美
紀

一
野
村
都
紀
子

井
上
陽
子

一
麿
瀬
愛
美

大
田
琴
美

一

前
田
美
智
子

大
西
江
美

一

山
内
勝
博

大
平
明
政

一
音
野
満
美

大
森
政

一
一

四
元
麻
友
子

菅
野
泰
知

一

和
田
透

播
磨
台
団
地

岩
田
美
幸
一
木

村
憲

二

鵜
久
森
祐
輔
一
佐
々
木
裕
二

大
北
妙
子

上

樋
団
地

上
西
光

一

高
松

近
藤
昭
仁

一
藤
本

芝
修
一

南
野

伊
賀
上
篤

石
崎
崇
仁

伊
須
恭
子

一

大
川
久
美

大
川
摂
子

清
岡
知
己

束
村
尚
美

西
村
志
保
子

由
賀

由
賀

い
え

n
nμ

情
的
立
ロ

室 明宮宮宮古東羽 田
津賀崎崎崎谷 藤

美
佐

隆美
之樹

圭 美良英潔真
介 i告 i毎樹伸士芙澄

f旧佃杉菅片越 牧葛 藤 竹高高相
木野岡智 原井内見見原
裕しひ き

直拓浩弓隆修和俊英秀の直 と里 弥令およ也
樹也ー 上 恵暢文平恵 下則 毅子樹ぶ美 上 み英 新 優 童 生子りチ 北

ー 台 一一一一一一一一一 野

山 矢八森村 林 八森 村 渡 自 東永徳 田
内野木上塚 部 木永

か
お正
り秀

久土井市相
保田上川原

門尾岩
岡崎田

真公
二 也 亮

文
大

克耕美優尊
紀治紀子規

+
小

4
A
qE
 

田
村
忍

野
中
忍

野
中
朋
子

原
田
剛

松
下
真
理
子

村倉
瀬
竜
一

野
首
哲
之

山
下
紗
綾
佳

男
女
共
同
参
画
型
時
代

重
信
の
女
性
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
すF

重
信
町
婦
人
会
の
活
動

重
信
町
婦
人
会
で
は
、
県
教
育

委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
た
愛
媛

県
連
合
婦
人
会
の
指
定
を
受
け
、

同
和
問
題
女
性
学
習
講
座
を
聞
き
、

学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。

国
民
的
課
題
と
い
わ
れ
る
こ
の

問
題
を
女
性
の
立
場
か
ら
学
習
す

る
意
義
は
大
き
く
、
ど
の
講
座
と

も
参
加
者
は
、
真
剣
か
つ
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
婦
人
会
で
は
重
信
町
婦

人
会
全
体
で
、
ま
た
各
支
部
で
地

域
に
密
着
し
た

事
業
や
活
動
を
活

発
に
行
っ

て
い
ま
す
。

重
信
町
中
央

レ
デ
ィ
ー
ス
学
級
の
活
動

重
信
に
住
む
女
性
た
ち
が
日
々

進
展
す
る
社
会
に
適
応
す
る
た
め

自

主
的
な
学
習
を
し
て
い
ま
す

。

ど
の
講
座
も
好
評
で
す
が
、
特

に
、
健
康
講
座
。
女
性
と
骨
組
し

よ
う
症
ペ
趣
味
講
座
。
漬
物
と
ご

飯
8
0
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ヘ
環
境
講

座
。
廃
油
か
ら
石
け
ん

。
な
ど
、

引
き
続
い
て

学
習
し
て
い
ま
す

。

人権を語る集い
人権講座

第5回
第5回

12月 4 日(土) 13ß寺一

重信町民会館大ホール

人権に関する意見発表 ・

映画・講演

時
所
容

日
場
内

••• 
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国

固

回
目
固

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

⑬
福
祉
課
保
健
婦

包
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
三

二

・

コ
二
二

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の

家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す

。

対
象
町

内
在
住
の
老
人
及
び

そ
の

家
族

受
付
時
間

午
後
二
時
1

四
時

場
所

役
場
保
健
婦

室

担
当
者

医
師
、
保
健
婦

料
金

無
料

内
容
個
別

で
相
談
に
応
じ
必

要
な
指
導
及
び
助
言
を

行
い
ま
す

。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す

の
で

、

事

前
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

日程表

平成 5年 12月 6 日(月)

平成 6年 1 月 10 日 (月)

2 月 7 日 (月)

3 月 7 日 (月)

リ
ハ
ビ
リ
教
室

⑬
福
祉
課
保
健
婦

町
で
は
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教

室
を

実
施
し
て
い
ま
す

。

対
象
町

内
在
住
の
方

時
間

午
後
一
時
三
O
分
1

三
時
三
O
分

場
所
町

民
会
館

担
当
者

医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦

料
金

無
料

申
し
込
み
方
法

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

。

日程表

平成 5年 12月 20 日 (月)

平成 6 年 1 月 17 日 (月)

2 月 14 日 (月)

3 月 14 日 (月)

、

九、

離乳食は、 母乳 ・ ミルクで不足する栄養を補っ て、無

理なく幼児食へと移行していくための準備食です。

自Ií礼食がどんな も のか理解し、より身近なものとな

るよう、 学級を開催しますので、ぜひ、赤ちゃんとご

一緒にご参加下さい。

・日 時 12 月 9 日休)

午後2時一3時30分

※偶数月に実施します。

重信町民会館

平成5年8月 ・ 9月 生 (3 ・ 4 ヶ 月児が対象)

栄養士 ・保健婦

~!'k 来|

母子手帳

O講義(離乳食のス タ ー卜すすめ方)

O調理の見学実習

0試食 ・質疑応答

離乳食学級のご案内

-場所

・対象

・担当

・料金

・持参品

・内容

健康づくり料理講習会
rl 日 30品目を目4票に」

健康な体を維持するためには、 バラ ン スのとれた食

生活を心がけることが大切です。

r1 日 30品目を目標に」と い うテーマで健康づくり料

理講習会を下記の とおり開催します。

皆さんお誘い合わせの上、 おこし下さい0

・対象 住民

・料金 無料

・持参品 健康手帳

(タ ツ ノ マー 、 エプロ ンがあれば便利です)

希望者に血圧測定を行い ます。-その他

月日 受付時間 開催時間 場所 内 π骨守

-栄養士の話

「バランスのとれた食事に

lUI 6 日(円)
9: 30- 10 : 00-

t林公民館
ついて J

10 : 00 12 : 30 - 保健婦の話

「日常の健康管耳[1こっし、て J

• rJ~ 耳Il実習、試食

場
所松

山
中
央
保
健
所
予
診
室

松
山
市
北
持
田
町

二
二
二

宮
四

一
ー

一
一
一
一

愛
媛
県
看
護
婦
等

就
業
協
力
員
に
よ
る

就
業
相
談
会

日
時毎

月

第
四
木
曜
日

十
時
1

十
二
時

(受
付
十
時
l

十
一
時
)

相
談
者

愛
媛
県
看
護
婦
等
就
業
協
力
員

対
象
者

看
護
職
員
の
資
格
を
有
し
、
就

業
の
意
思
を
も
っ
者
等

相
談
内
容

就
業
に
関
す
る
相
談
、

ナ
1

ス
パ
ン
ク

へ
の
登
録
指
導
、

就
業
に
関
す
る
情
報
提
供
等



学
校
だ
よ
り
⑨

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を

幼
児
期
に
大
切
に
育
て
た
い
も

の
、
そ
れ
は
人
間
ら
し
い
あ
た
た

か
さ
で
す
。
本
国
で
は
、
「
人
と
の

か
か
わ
り

」

を
深
め
る
中
で
、
自

分
の
回
仙
い
を
出
し
な
が
ら
、

友
達

と

一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を

目

標
の
ひ

と
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す

。

砂
場
で
泥
ん
こ
に
な

っ
て
、
こ

う
す
れ
ば
あ
あ
す
れ
ば
と

頭
を
め

ぐ
ら
し
て
遊
ん
だ
り
、
小

川
で
魚

と
り
を
し
た
り
、
野
原
で
虫
と
り

を
し
た
り
、
河
原
で
カ
ニ
と
り
を

し

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
か

か
わ
り
が
、
子
ど
も
自
身
の
力
を

育
て
て
く
れ
ま
す

。

1 11 ・すιけめぶ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

参
観
日

おさかな、 いるかな?

秋
の
気
配
が
漂
い
始
め
た
九
月

十
三
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
参
観
日
を
し
ま
し
た

。

祖
父
母
と

一
緒
に
住
む
ご
家
庭

が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
昨

今
、

お
じ
い
ち

ゃ

ん
お
ば
あ
ち

ゃ

ん
と

一
緒
に
遊
ぶ
時
間
を
も

つ
こ
と

は
、

子
ど
も
た
ち
に
と

っ

て
大
切

な
こ
と
で
す

。

ご
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
、
ご
あ
い
さ

つ
を
し

た
り
、
お
話
を
し
た
り
す
る
よ
い

機
会
に
も
な
り
ま
す

。

こ
の
日
は
、
六
チ

ー

ム
に
分
か

れ
て
、
オ

リ
エ

ン
テ
l

リ

ン

グ
を

し
ま
し
た

。

地
図
カ
ー

ド
を

も

と

に
、

三
つ
の
ポ
イ

ン

ト
で
宝
探
し

を
し
、
た
わ
わ
に

実
っ
た
稲
穂
の

問
を
ゆ

っ

く
り
と
歩
き
な
が
ら

、

お
散
歩
コ
l

ス
を
た
ど
り
ま
し
た

。

園
に
帰
っ
て
か
ら
、
お
じ
い
ち

ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
幼
稚
園
の

お
友
達
み
ん
な
が
遊
戯
室
に
集
ま

っ
て
お
や
つ
の
お
菓
子
を
い
た
だ

き
、
楽
し
い
ふ
れ
合
い
の
時
間
を

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

運

動

A92 

空
高
く
澄
ん
だ
秋
晴
れ
の
九
月

二
十
六
日
、
運
動
会
を
し
ま
し
た
。

自
分
な
り
の
力
を
精

一
杯
出

し
、

楽
し
ん
で
し
よ

う

と
す
る

気

持
ち
を
大
事
に
し
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ

ち

ゃ

ん
、
卒
闇
児
の
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
、
来

年
度
入
園
児
の
か
わ

い
い
お
客
様
と
、
全
員
参
加
の
種

目
に
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た

。

小

学
校
の
校
長
先
生
に
も
パ
ン
食
い

競
争
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

ナ
~。

ああ~ん/

保
・
幼
・
小
変
流

ど
ん
ぐ
り
拾
い

よ
く
晴
れ
た
十
月
十

二
日
、
南

吉
井
小
学
校
の

一
年
生
に
子
を
引

か
れ
、
保
育
闇

・

幼
稚
闘
の
園
児

ら

総
勢
二
百
八
十
名
が
ど
ん
ぐ

り

ぞおれっ/

拾
い
に
出
か
け
ま
し
た

。

療
養
所
の
く
ぬ
ぎ
林
は
ど
ん
ぐ

り
が
い
っ

ぱ
い
落
ち
て
い
て
、
ど

ん
ぐ
り
が
拾
え
る
唯
一
の
楽
し
い

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す

。

道
中
、

「

わ
た
し
の
誕
生
日
い
つ
だ
/
」

と
か
「
し
り
と
り
し
よ
う

。

」
と
か
、

小
学
校
一
年
生
と
園
児
の
楽
し
い

会
話
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
も

一
緒
、

お
弁
当
も

一
緒
の
交
流
の
時
間
を

も
ち
、
楽
し
い
思
い
出
が

一
つ
で

き
ま
し
た

。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

重
信
の
盟

か
な
自

然
を
取
り
入
れ
、
幼
稚
園

と

家
庭
と
地
域
と
が
、
子
を
携
え

て
幼
児
教
育
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す

。

(
園
長

田
中
梨
悲
子
)

所
在
地

重
信
町
大
字
田
窪
一

園
児
数

百
十
二
名

創
立刀口

刊
HH
-
工
L
l
F
r

H
μ
1
，々

「サ

」
-

F
よ

一
O
八

ここにおちとるよ
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同
和
教
育

国
民
的
課
題
と
し
て
の

同
和
教
育

以
前
は
、
学
校
教
育
は
も
ち
ろ

ん
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
の
場
で
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
正
し
く
教

え
ら
れ
ず
、
非
科
学
的
、
非
合
理

的
な
誤
っ
た
形
で
の
い
い
伝
え
な

ど
に
よ
っ
て
多
く
の

人
た
ち
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
に
成
長
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ

し

て
、
同
和

地

区
の
人
た
ち
に
つ
い
て
、
誤
っ
た

見
方
や
考
え
方
を
ま

こ

と
し
や
か

に
教
え
ら
れ
、
根
も
葉
も
な
い
こ

と
を
き
も
真
実
の
よ
う
に
受
け
入

れ
、
知
ら
ず
、
知
ら
ず
の
聞
に
、

同
和
地
区
や
そ
こ

に
住
む
人
た
ち

に
対
し
て
、
ぬ
ぐ
い
が
た
い
偏
見

を
身
に
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

私
た
ち
の
住
む
社
会
に
は
、
多

く
の
矛
盾
や
不
合
理
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
能
力
が
あ
る
の

に
進
学
で
き
な
か
っ
た
り
、
就
職

が
そ
の
人
の
能
力
で
決
め
ら
れ
な

い
で
、
学
歴
や
家
庭
の
事
情
で
決

め
ら
れ
た
り

、

結
婚
が
本
人
た
ち

の
問
題
で
な
く
、
家
柄
や
血
す
じ

な
ど
で
左
右
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

な
こ

と
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ

の
よ
う
な

考
え
方
や
社
会
の
し
く
み
が
さ
さ

え
と

な
っ
て
、
同
和

地
区
の
人
た

ち
の
、
就
職
・
結
婚
・

居
住
移
転

の
自
由

・

教
育
を
受
け
る
権
利
な

ど
が
侵
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま

す
。

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
す
べ
て

の
国
民
が
、

今
の

社
会
の
中
に
あ
る
不
合
理
や
矛
盾

を
正
し
く
見
ぬ
き
、
そ
の
解
決
に

積
極
的
な
意
欲
を
持
つ
人
間
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
の

よ
う
な
人
聞
を
育
て
、
自
由
と
平

等
が
保
た
れ
、
幸
せ
な
生
活
が
で

き
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
教
育
が
同

和
教
育

で
す
。

今
学
校
で
は
同
和
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
人
の
人

た
ち
も
社
会
教
育
の
場
で
学
習
を

深
め

、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
正

し
い
理
解
と
認
識
を
も
た
な
け
れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
和
教
育
は
、

校
区
に
同
和
地
区
が
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
学
校
で
、

す
べ
て
の
家
庭
で
、
ま
た
、
社
会

教
育
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
積
極
的

に
お
し
す

す
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、

同
和
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
国
民
す
べ
て
が
ど

う
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
一
人
一
人
が
個
人
と
し

て
、
家
庭

・

地
域
社
会
・

職
場
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
で
、
仲

間
と
と
も
に
身

近
な
と

こ

ろ
か

ら
、
不
合
理
や
矛
盾
を
取
り
除
く

た
め
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま

せ
ん
。

同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
と
そ

こ
に
住
む
人
た
ち
だ
け
の
問
題
で

な
く
、
私
た
ち
の
暮
ら

し

の
中
に

生
き
て
い
る
現
実
の
問
題
で
す
。

部
落
差
別
を
解
消
す
る
に
は
、
す

べ
て
の
国
民
に
市
民
的
権
利
と
自

由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば

な
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
真

の
民
主
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ど
う
し
て
も

同
和

問
題
を
放

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、

同

和
問
題
は
、
私
た
ち
国
民
す
べ
て

の
課
題
で
あ
り
、
国
民
す
べ
て
の

努
力
に
よ
っ

て

解
決
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

同
和
問
題
が
人
間
に
よ

っ
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上

、
人

間
の
力
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る

し

、
ま

た
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な

ら
な

い

の
で
す
。

** 

; 重信町教育相談室 j 

j ・ 日 時毎週水曜日 |月|日| 相談員 l j 
: 13:00-17:00 1 日 1 17 1 水田敏成 1 : 

! ・場所図書館3 1潜 I H lz4l大森敬子 1 i 
! ・ 電 話 64-3437 1 11 1 高須賀利清 I ~ 
; 直後来られでも 112 ITJ 井上勝美 1 1 

j かまいません。 I い51 近藤栄宏 1 ! 

、・・---・--------・---_ .-._... ・---・+・-----・+・--~・-----_ .11

〔新刊図書案内) <歴史・地誌> 0 ローマ人の物語(2)一塩野七平 0 ヴィク トリ ア女王ω スタン リ一・ ワイン 卜 ラ ウ

ブ0 明治維新と イ ギ リ ス商人一杉山伸也 0環境庁 レ ンジャ ーが選んだ国立公園フィ ール ド ガイ ド山 ・ (刊 環境庁ネ

イ チャ ーウ ォッ チ ング研究会 〈社会科学> 0 繁栄はアジアをどう変えたか一 日本放送協会0権力の代償一朝日新聞

政治部 o 巨悪vs 言論 立花隆o 手IJ権癒着一共同通信社社会部 o平成不況は終わった一日本経済新聞社 く医学> 0 

パーパラ ・ ハ リ スの臨死体験ーパーパラ・ ハ リ ス 0新 ・ 整体医~l'! 一平賀 |臨 〈家政学> 0家で楽しむウ イー ク エ ンド

ー王由由 o小さなきもの人形一大高輝美 o魅惑のパスタソ ース ダイアン ・ シー ド 0 ワサナのタイ料理一竹下ワサ

ナ o きの こ クッキング一本谷滋子 〈産業> 0飽食日本とアジア一日本消費者連盟0砂漠緑化の最前線一真木太一o

岐路に立つ日本農業 安達生垣 o観葉植物一日本イン ド ア ・ グ リー ン協会編 0 小さな庭 小出兼久 0和鳥の飼い方

一阿部端軒 く文学) 0 炎立つ 巻の4-高橋克彦 0有吉

佐和子とわたし 丸川 |賀世子 0蔵ω・ (刊一宮尾登美子 o

秘曲 一平岩弓枝0清貧の生きかた一中野孝次0 いのち

と生きる 重兼芳子 0家族の写真ω . (1') スウ ・ ミラ ー
. ..{也

( 11 月の休館日 〕
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本
校
は
、
愛
媛
県
に
お
け
る
第

二
番
目
の
養
護

学
校
と
し
て
、
昭

和
四
十
七
年
四
月
に
開
校
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
昭

和
三
十
一
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
、

国
立
愛
媛
療
養
所
療
友
会
児
童
文

化
サ
ー

ク
ル

「

つ
み
木
の
会
」
に

さ
か
の
は
り
ま
す

。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
四
月

開
校
の
重
信
町
立
北
吉
井
小

学
校

東
分
校

・

重
信
町
立
重
信
中
学
校

東
分
校
の
時
代
を
経
て
、
四
国
で

初
め
て
の
し
か
も
県
内
唯

一
の
病

弱
養
護
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い

h
~
l
v手品
1レ
h
~。

平
成
三
年
十
一
月
一
日
に
は
、

明
日
へ
の
切
な
る
願
い
を
こ
め
て

『

か
が
や
け
緑
の
大
地
に
ぼ
く

制
融
…
醐
開
明
鞠
醐
酬
叫
開
醐
醐
雌
開
輔
輯
輔
棚

ら
の
夢
と
希
望
』

を
記
念
一
アl

マ

重
信
の
流
れ
の
ほ
と
り
、
四
季

に
掲
げ
、
創
立
二
十
周
年
記
念
式
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
の

美
し
い
石
鎚

典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
と
と
も
の
峰
を
仰
ぎ
、
見

奈
良
原

の
緑
豊

に
、
校
史
展
や
演
劇
等
の
記
念
事

か
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
た
た

業
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ず
む
本
校
は
、

「

明
る
く
強
く

そ
の

一
環
と
し
て
、
全
校
児

童

正
し
く
」

を
校
訓
と
し
て
本
校
の

生
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
制
作
し
た
は
た
す
べ
き
使
命
を
自
覚
し
な
が

大
壁
画
は
、
今
や
本
校
の
シ
ン
ボ
ら
、
教
職

員

一
丸
と
な
っ
て
が
ん

ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ば

っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
応
援
歌
も
制
定
披
露
さ
病

気
の
た
め
小
・
中

学
校
に
通

れ
、
機
会
あ
る
ご
と
に
軽
快
な
リ

学
で
き
な
い
児

童
生
徒
が
、
病
院

ズ
ム
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
。
に
入
院
し
て
病
気
を
な
お
し
な
が

平
成
四
年
十

一
月

一
日
に
は
、

ら
学
ぶ
学
校
で
、
病
状
が
重
く
て
、

第
一
回
文
化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
登
校
で
き
な
い
場
合
は
、
教
員
が

し
た
。

病
棟
に
出
向
い
て
い

っ

て
指
導
す

る
ベ
ッ
ド
学
習
や
、
教
室
と
ベ
ッ

ド
を
結
び
つ
け
教
室
の
授
業

風
景

が
そ
の
ま
ま
映
し
出
さ
れ
、
マ
イ

ク
を
通
し
て
先
生
と
の
応
答
が
で

き
る
閉
回
路
テ
レ
ビ
に
よ
る

学
習

な
ど
、
多
様
な
形
態
に
よ
っ
て
授

業
の
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

教
育
内
容
は
小
・

中
学
校
と
同

じ
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
健
康
状

態
の
回
復
・
改

善
を
図
る
た
め
の

養
護

・

訓
練
の
領
域
を
設
け
て
い

ま
す

。
一
学
級
の
人
数
が
小
・
中
学
校
に

比
べ
て
少
な
い
の
で
、
個
別
指
導

を
十
分
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す

。

創立20周年記念壁画

児
童
生
徒
は
、

一
般
に
直
接
経

験
が
不
足
し
が
ち
な
の
で
、
特
別

活
動
な
ど
の
指
導
を
通
し
て
校
内

や
校
外
に
お
い
て
様
々
な
経
験
が

得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
も
多
彩
で
す
が
、
特

に
毎
年

一
学
期
末
に
開
催
し
て
い

る
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
は
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
規
律
正
し
い

集
団
生
活
の
態
度
や
温
か
い
人
間

関
係
づ
く
り
を
基
盤
に
、
心
身
の

鍛
練
と
経
験
の
拡
大
を
図
っ
て
い

る
恒
例
の
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
数
も
現
在
三
十
名
と

少
な
く
、
「

一
人

一
人
を
み
つ
め

育

て
る
教
育
の
推
進
」

に
力
を
入
れ

て
い
ま
す

。

ま
た
、
個
々
の
児

童

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
指
導
内

容
の
精
選
、
指
導
法
や
教
材

・

教

具
な
ど
の
創
意
工
夫
を
行
い
、
学

サマースクール

習
の
遅
れ
や
経
験
の
不
足
を
で
き

る
だ
け
補
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

健
康
が
回
復
す
れ
ば
、
退
院
し

て
前
籍
校
へ
復
帰
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

教
育
と
医
療
と
の
緊
密
な
連
携

が
本
校
に
と
っ

て
大
切
な
事
項
に

な
っ

て
い
ま
す
。

本
校
教
育
に
対
し
て
地
域
社
会

の
方
々
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

(
教
諭
松
田
賢

正
)

所
在
地

重
信
町
大
字
見
奈
良
一
五
四
五

医学部前バス停

至松山 守
(
先
月号
の
学
校
だ
よ
り
③
で
、学

校
名
「

国
立
医
療
所
L
と
あ
る
の
は

「
国
立
療
養
所
L
の
間
違
い
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
ぴ
申
し
上
げ
ま
す

。

)
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*11 月の星空あんない
観察場所 重信町見奈良 重信天文台か ら 一一一

観察時間 11 月中旬の20時ニろ

秋も終わりに近付き、夜間には冷え込むようにな

りました。秋晴で空気が澄むと上空の風が強いので

星がよく瞬くようになり、恒星と惑星の区別が付き

やすくなります。

11月には、カシオペア座、アンド ロ メダ座、 くじ

ら座、などの星座を見まし ょう。天項付近にはペガ

スス座とアンド ロ メダ座で出来た四辺形が見えま

す。月明かりが無ければアンド ロ メダ座の大星雲が

肉眼で見えます。 図を参考にしてくじら座を探しま

しょう。案外見付けやすいものです。 くじら座のミ

ラは明るさが約2等 -10等 まで‘変わる変光星ですが、

今年は6月中旬に明る くなったので今は肉眼では見

えません。

北の空にはカシオペア座がローマ字のMの形に見

え ます。 この星座を、小さい山が二つ並んだ形に見

て、 「山形星」 と呼ぶ地方があります。北極星を探す

手がかりになります。

南西の空に見える明るい星はみなみのうお座のフ

ォ ーマルハ ゥ ト と土星です。 瞬く星がフォーマルハ

ゥ 卜 で、|瞬かない星が土星で・す。 土星に望遠鏡を向

けると輪が見えます。

1 5 日 -17 日の真夜中過ぎにしし座流星群の流星が

たくさん見えるでしょう 。

天文講座
〈四季の天体観察コース〉

気軽に、星空観察が楽 しめる初心者向き の コ ー ス 。

会 日 時 (秋の星座コース)

11 月 12 日 後) 19: OO~ 21 : 00 
(冬の星座コース)

11 月 26 日後ì 19 : 00~21 :00 
いずれも 25名募集で先着順。

くアマチュア天文家養成コース〉

継続的に講座や観測に参加し、研修する コ ース。

食日時 11 月 19 日倹ì 19 ・ 00~21 ・ 00

12 月 3 日 後) 19 : OO~ 21 : 00 
お申し込み ・ お問い合わせは、社会教育課天文係まで

fi64-1500 



東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

交
通
茶
屋
開
設

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
九
月
二
十
四
日
、

北
野
田
の

国
道
十
一
号
線
で
交
通
茶
屋
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
通
茶
屋
は
、
東
温
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
国
立
療
養
所

愛
媛
病
院
附
属
看
護
学
校
、
重
信

町
婦
人
会
等
の
協
力
を
得
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
も

和
田
町
長
も
参
加
し
て
、
パ
ン
フ

レ

ッ
ト

や
ジ
ュ
ー

ス
、
お
守
り
を

ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
布
し
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1 15 ・官官ιけ約ぶ

臼
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ

キ
ツ
ワ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
犬
舎

九
月
二
十
五
日
午
後
六
時
か

ら
、
西
岡
グ
ラ
ン
ド
で
、
中
島

町

と
重
信
町
の
青
年
団
対
抗
「
十
二

時
間
チ
ャ
リ

テ
ィ
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス

ボ
ー

ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
交
流
し
て
い
る
両
青
年
団

は
、
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
を
行

い
、
守
備
側
が

一
点
失
う
ご
と
に

一
人
十
円
の
募
金
を
し
ま
し
た
。

翌
二
十
六
日
午
前
六
時
ま
で
に

九
十
回
を
戦
い
、
集
ま

っ

た
二
万

三
百
五
十
円
を
、
鹿
児
島
の
災

害

救
援
金
と
し
て
贈
り
ま
し
た

。

圏
際
安
涜
サ
ロ
シ
疋
よ
0

〈かわら版〉

V
九
月
十
九
日
(
中
国
)

オ
ウ
ゴ
カ

中
国
出
身
の
王
呉
華
さ
ん
を
講

師
に
、
中
国
の
家
庭
料
理
実
習
と
、

試
食
の
全
を
開
催
し
ま
し
た
。
約

五
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た

o

v
十
月
六
日
(
カ
ナ
ダ
)

カ
ナ
ダ
出
身
の
ダ

ニ
エ
ル
・

マ

ク
マ
リ
ー

さ
ん
(
重
信
中
英
語
助

手
)
を
囲
ん
で
、
カ
ナ
ダ
の
紹
介

等
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

V
十
月
中
旬
(
マ
レ
ー

シ
ア
)

マ
レ
ー

シ
ア
の
教
員
グ
ル
ー
プ

が
重
信
町
を
訪
問
予
定
で
す
。

男
性
も
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
F

十
月
九
日
、
町
民
会
館
で

重
信

町
家
庭
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「

男
の

料
理
教
室
」

が
聞
か
れ
ま
し

た
。

若
者
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
約

二
十
人
の
男
性
が
参
加
。
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
包
丁
を
握
り
、
ね
さ

を
き
ざ
ん
だ
り
、
ト
マ
ト
の
湯
む

き
に
び
っ
く
り
し
た
り
、
そ
れ
で

も
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。

ち
な
み
に
メ

ニ
ュ
ー

は
、
寸

牛
肉

と
里
い
も
の
ご
ま
煮

」
「春
悶
の
ス

ー

プ
」
「
ト
マ
ト

の
じ
ゃ
こ
あ
え

」

の
三
品
で
し
た
。

身
近
な
国
際
交
流
と
し
て
、
定

期
的
に
サ
ロ

ン
を
開
講
し
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

連
絡
先

橋
本
多
賀
子
(
六
四
|

一
=
二
五
)

扇
山
久
美
子

(
六
回
|

七
三
O

二

了
仁
午

t
z
E
I

〓

t

ん
工
ト
~
工
ヒ
E
b
Q
J
J

お
お

む
あ
制
悶

ぬ
封
円以
担
制
附
円
以圃円削
H
u
mぽ

に

U
c

-
e

に
u
f
ト
h
-
円

V
F
h

に

町
凶
門司
ヴ
司
寸
1

「
司y
z

g
留
g
g
g
g
g

窃
到

毎
月
の
こ
と
な
が
ら
、
表
紙
の

写
真
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

今
月
号
は
、
秋
祭
り
、
浮
嶋

神
社
の
。
お
ね
り

。
で
い
こ
う

。

」

と
決
定
。
お
ね
り

は
、
露
払
い
の

手
桶
を
先
頭
に
、
弓
・
矢

・

鉄
砲

持
ち
・
行
司

・

相
撲
と
り

・

振
り

奴
・
神
官
・

み
こ
し
な
ど
、
総
勢

百
名
余
り
の
行
列
で
、
五
穀
豊
穣

を
祈
る
、
松
山
地
方
で
は
他
に
見

ら
れ
な
い
、
伝
統
の
行
事
で
す
。

十
月
七
日
早
朝
、
気
合
を
入
れ

て
迷
カ
メ
ラ
マ
ン
は
取
材
に

。

が
、

今
に
も
降
り
だ
し
そ
う
な
空
模
様

に
ひ
る
ん
だ
の
か
、
出
来
た
写

真

に
一
同
が
っ
く
り
。
「

暗
い
け
・」

で
も
、
選
び
ま
し
た
。

そ
の
結

果
は
ご
覧
の
と
お
り
。
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

で
、
か
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
と

い
う
と
、
「
来
月
号
こ
そ
、
い
い
写

真
を
。

」
と
今
日
も
取
材
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
(
は
)

役場は

毎週土曜日

休みで曳
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重量
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出
生
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お
め
で
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十
月
十
日
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で
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14 : 00ー 15 ・ 30 IIIIT 

1m 

13: 30-14: 30 

H寺名行事

乳児健康診査
18(村

19@お

月|日

死
亡
(
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
)

下回横志械樋北樋樋 住 l
j原可 w 河 野

林 窪 川原口 l到口口 所

越小中 泉上 iJ主高利恒
氏智野川 村部ï'lï 田岡

千タ カ

枝鶴ケ清勝美ズ君忠ヨ 名
ヨ ft lJ 子紀 ヱ 子良シ

年
61 87 64 56 28 85 79 93 82 

，寸eヨ、
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6 4 3 1 1 30 25 19 15 

ノヲグ14 : 00-14 : 30 1 町 民会館

愛媛県指定無形民俗文化財

文議会同公演大会
平成5年度県民総合文他祭協賛

14 :00-14 : 30 1 町民 会館

1 11] 民 会館10 : 30-

一 、00-

14 : 00-15 : 30 1 町民 会館

四
地
域
の
文
楽
を
広
く
一
般
に

公
開
。
あ
わ

せ
て
継
承
活
動
に
励

む
、

鬼
北
文
楽
及
び
済
美
・

三
瓶

両
高
等
学
校
の
日
頃
の
成
果
発
表
。

十
一
月
二
十
六
日
働

午
前
十
時
間
演

愛
媛
県
県
民
文

化
会
館

サ
ブ
ホ
l

ル

前
売
券
四

O
O
円

当
日
券
五

O
O
円

(
前
売
券
は
、
重
信
町
民
会
館
に

あ
り
ま
す
。
)

日4一
品

入
場
料

12 rw働

14(刈 会館

合75- 0091

14:00-14 ・ 30 1 町民

松山市北梅本町

インフルエンザ予防接種②

3才以上の住民

母親学級④

11(:1:) 

12(日)

時場
民会館

礼~'ê健康診査 I~ ~ _ ~~ . ~_ I 
113:30-14: 30 11町民 会館

H5年2 月 ・ 5 月 ・ 8月生まれの者 1 .- "_v  • • . _ v 1 

16併す 卜 一一一一一 一一 ー ー ー ー ーーーーーーーー ー ー イ ー "j 
長寿学闘 110 : 30ー IIIIT 民 会館

人権相談所 1 10 : 00-15 : 00 1 重信 町役場

18ω | 役場開庁日

19旧) 1 当番医 愛媛十全医療学院付属病院

10:00-12 ・ 30 1 ~IT 15\村

出演芸題

(1 )寿式三番受

(2 )三十三所花の山

(3 )三十三所花の山

(4)傾城阿波の鳴門

(5)絵本太功記

(6)生写朝顔日記

(7)奥州安逮原

鬼北文楽

伊予i原之丞

済美高校文楽部

三瓶高校文楽部

朝日文楽

俵i孝文楽

大谷文楽

査坂霊験記(前)

査坂霊験記(後)

巡礼歌の段

尼ヶ崎の段

宿屋の段

他萩祭の段

2OUj) 1 リ ハビ リ教室

|心配ごと相談所 1 13 : 00 -15 : 00 1 役場2階会議室

22(*l 1 3種 (2程)混合予防接種 Il J明 1 ". .. .. .. 1 
目 1 14 : 00 -14 : 30 1 IIIT 民会館

l 期終T1Wトl判明昔、及 ú'6才市品川、l~極古 1 •. . v v  ••• _ v  1 

1 天皇誕生日
23(利卜 一一句

| 当番医 藤石病院 :!lî:イ言 IIIT志津川 fi64-1234 

24働 | 町立幼稚園第2学1tJJ終業式
|不燃物回収日

25白|役場開庁日

小 ・ 中学校第2学期終業式

26侶) 1 当番医 国立療養所愛媛病院 -. 

1 [司定資産税第31羽納期限

27(m 1 悶民健康保険税第6期納期限

水道使用料1 0 、 11 月分納期限

E 粧l大ゴミ悶収日(午前10時までに l~~，して下さ L 、 。 )
28(刈 l

|官庁1:1:事納め
31俗 1 12 月 3 1 日か ら 1月 3 日までごみ収集 ・ し尿処理lは休みます。

川内町南方 fi66-5011 

13:30-15 : 30 1 町民 会館

月

互ï.1言PIT横河原 fi64-2411 


